
すすむ宇治浄水場建設

第4次拡張工事

自
然
と歴

史
をま

も
り
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

い
ま
、
五
ケ
庄
に
あ
る
宇
治
浄
水
場
で
は
、
第
四
次
拡
張
計
画
の
主
要
事
業
で
あ
る

施
設
拡
張
工
事
が
急
ビ
ヅ
チ
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
と
し
の
夏
に
は
一
部
の
運
転
を

闘
始
し
ま
す
。

夏
か
ら
給
水
能
力
を
ア
ッ
プ

ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
自
己
水
源
の
開
発

を
主
な
内
容
と
し
た
第
四
次
拡
張
事
業

を
計
画
。
そ
の
第
一
期
事
業
と
し
て
宇

治
浄
水
場
の
拡
張
工
事
と
そ
れ
に
と
も

な
う
配
水
管
の
藍
備
工
事
を
、
五
十
四

限りある水を大切に一芸ヤ曹見島這延余ｊミ貪4§享夕の家庭に供給するには浄水池や配水池など

い
ま
す
。

拡
張
工
事
の
内
容
は
、
伏
流
水
と
深

井
戸
を
水
源
と
し
て
一
日
二
万
七
百
立

方
μ
の
浄
水
場
を
建
設
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
浄
水
さ
れ
た
水
は
パ
イ
プ

で
黄
聚
公
園
配
水
池
ま
で
送
ら
れ
、
自

然
流
下
で
東
宇
治
地
域
の
約
三
万
五
千

七
百
人
に
給
水
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

宇
治
浄
水
場
に
は
鉄
筋
＝
ン
ク
リ
ー
ト

ニ
階
建
て
の
管
理
本
館
や
浄
水
池
、
沈

澱
池
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
と
し
の
夏
ま
で
に
は
給
水

能
力
を
従
来
の
一
日
三
千
五
百
立
方
μ

か
ら
八
千
立
方
μ
に
増
強
し
、
夏
の
水

需
要
に
も
十
分
応
え
ら
れ
る
よ
う
工
事

を
急
い
で
い
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
三
月
定
例
会
は
、

三
月
二
日
に
招
集
さ
れ
、
三
月
三
十

日
ま
で
二
十
九
日
間
の
会
期
で
、
現

在
、
慎
ｍ
な
審
議
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

開
会
日
の
二
日
に
は
、
島
田
市
長

か
ら
五
十
二
年
度
の
施
政
万
針
と
提

出
議
案
の
提
案
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
一
股
貿
問
は
、
七
日
か
ら
三
日

問
が
あ
て
ら
れ
、
十
二
人
が
登
壇
し

て
、
財
政
危
柚
の
も
と
で
の
行
財
政

運
営
、
教
育
行
政
、
福
祉
行
政
な
ど

に
つ
い
て
活
発
な
質
問
が
く
り
広
げ

総
合
計
画
を
ど
う
思
い
ま
す
か

市
政
モ
ニ
タ
ー
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

市
で
は
、
昨
年
十
一
月
、
二
百
人
の
市
政
モ
ニ
タ
ー
の

方
を
対
象
に
、

一
Ｉ
Ｉ
Φ
Ｉ
一
一
一
巻
1
1
1
1
ａ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
1
1

ア
ン
ケ

宇
治
市
総
合
計
画
や
清
掃
問
題
に
つ
い
て

治
市
の
都
市
像
を
考
え
る
う
え
で
大
き

な
課
題
と
い
え
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

つ
ぎ
に
、
ｔ
ｒ
－
’
ｔ
ｉ
ｌ
ｉ
Ｋ
＾
（
地
域
社

会
）
を
形
成
す
る
の
に
必
妥
な
施
設
と

し
て
、
歩
行
者
専
用
退
路
や
防
犯
防
火

施
設
、
ゴ
ミ
収
集
施
設
、
診
療
所
、
保

育
所
、
老
人
ホ
’
‐
ム
、
図
書
館
、
公
民

館
な
ど
を
多
く
の
方
が
要
望
さ
れ
て
い

ま
す
。

医
療
体
制

ま
た
、
医
療
行
政
の
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
「
公
立
総
合
病
院
の
建
設
」
が

5
1
％
、
次
い
で
「
夜
間
・
休
日
診
療
体

制
の
確
立
」
3
1
％
、
「
救
急
医
療
体
制

の
整
備
」
1
0
％
の
順
に
な
っ
て
お
り
、

公
立
病
院
が
府
立
洛
陽
病
院
だ
け
と
い

う
医
療
体
制
の
不
備
が
明
白
に
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
と
く
に
、
全
市
的
に
夜
間

・
休
日
が
無
医
地
区
化
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
、
医
療
体
制
の
確
立
が
早

急
に
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

の
転
落
事
故
、
就
学
前
歯
科
検
診

の
中
止
に
つ
い
て
市
か
ら
報
告
。

Ｏ
一
月
二
十
四
日
…
…
市
教
委
、
歯

科
医
師
会
の
両
者
は
、
就
学
前
の

歯
科
診
療
を
実
施
す
る
こ
と
で
合

意
し
た
旨
、
市
か
ら
報
告
。

〇
一
月
三
十
一
日
…
…
献
立
作
成
委

員
会
の
設
置
、
米
飯
給
食
、
木
幡

小
の
補
習
授
業
に
つ
い
て
市
か
ら

報
告
が
あ
り
、
午
後
か
ら
の
請
願

審
査
で
は
、
「
充
分
な
学
力
を
保

障
す
る
た
め
、
設
備
、
備
品
完
備

に
対
す
る
請
願
」
ほ
か
一
件
が
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
り
ま
し
た
。

Λ
経
済
水
辺
常
任
委
員
会
Ｖ

Ｏ
一
月
十
四
日
…
…
宇
治
市
第
二
次

交
通
安
全
計
画
、
ス
ー
バ
ー
ニ
ｉ
Ｋ

イ
の
出
店
計
画
変
更
、
開
町
の
簡

易
水
道
の
試
験
細
り
の
結
果
に
つ

い
て
市
か
ら
報
告
が
あ
り
、
請
願

審
査
で
は
、
巨
椋
池
土
地
改
良
区

か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
「
地
下
水

商
業
へ
の
要
望

つ
ぎ
に
、
地
元
の
商
店
や
市
場
に
望

む
こ
と
で
は
、
「
値
段
を
安
く
」
が
Ｃ
Ｍ

％
、
続
い
て
「
よ
い
品
物
を
」
5
3
Ｓ
、

「
品
物
を
豊
富
に
」
4
4
％
と
な
っ
て
お

り
、
価
格
と
品
質
の
点
で
若
干
問
題
が

あ
る
こ
と
受
ｙ
唆
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
商
店
・
市
場
に
望
む
施
設
で

は
、
「
駐
車
場
」
と
「
自
転
軍
・
バ
イ

ク
置
場
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
公

衆
便
所
」
「
歩
道
」
の
順
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
・
高
級
品

や
専
門
品
に
つ
い
て
は
、
市
内
よ
り
も

品
物
が
豊
富
で
比
較
的
安
く
、
交
通
の

便
も
よ
い
京
都
・
大
阪
方
面
へ
間
買
流

出
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

清
掃
問
題

ま
た
、
清
掃
問
題
を
み
て
み
ま
す
と

ゴ
ミ
の
週
二
回
収
集
体
制
に
つ
い
て
は

「
夏
期
だ
け
で
も
二
回
収
集
を
し
て
ほ

し
い
」
が
5
1
％
も
あ
り
、
問
題
の
深
刻

さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
「
第
二

清
掃
工
場
の
建
設
後
で
よ
い
」
が
3
1
％

あ
り
、
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
早
期
建
設
が

先
で
あ
る
と
す
る
回
答
が
多
い
の
は
注

目
さ
れ
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
で
市
政
に
ご
意

見
・
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市

民
相
談
室
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ポ
ン
プ
の
設
ほ
に
関
す
る
請
願
」

の
取
り
下
げ
が
決
り
ま
し
た
。

Λ
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
Ｖ

Ｏ
一
月
十
一
日
…
…
十
一
一
月
定
例
会

議
案
内
容
、
集
会
所
の
建
設
予
定

自
治
体
問
題
研
究
所
へ
の
財
政
診

断
委
託
に
つ
い
て
市
か
ら
報
告
。

（
）
一
月
十
九
日
…
…
奥
広
野
集
会
所

ほ
か
集
会
所
三
ヵ
所
、
金
井
戸
ゴ

ミ
処
分
地
、
仙
郷
山
粗
大
ゴ
ミ
処

分
地
に
つ
い
て
、
現
地
視
察
。

Λ
財
政
対
策
特
別
委
員
会
Ｖ

Ｏ
一
月
十
日
…
…
自
治
体
問
題
研
究

所
へ
の
財
政
診
断
委
託
、
昭
和
五

十
一
年
度
決
ｔ
ｉ
ｎ
ｆ
ｔ
＜
！
み
と
仮
称
木

幡
第
三
小
用
地
の
売
却
見
通
し
に

つ
い
て
市
か
ら
墾
に
。

Ａ
京
滋
バ
イ
パ
ス
対
策

特
別
委
員
会
Ｖ

Ｏ
一
月
十
七
日
…
…
京
滋
バ
イ
パ
ス

環
境
保
全
対
策
協
議
会
の
経
過
に

つ
い
て
市
か
ら
報
告
。

－

皿学資ローン合格し
べ＼

、〃

●・
せっかく難瀾を突破してもｍがたいへん

融資剽ｏ万円まで（ｌ万円単位）・ご／ｌ

資

ｓ

率年9．5％・ご血済期間最長3／

年・ご返済方法総合口座からの自動振替

・お申込み入学されるお子様の親後者・必要

咎
えば、私立高校の初年度の学費の平均ば380，932円、

（■ａ≪ｓｉ年度）私立大学てり゛と文科系366，645円、理科系487，851円、

／＾書類①入学金などの払込み請求書または納付に・京都信用金庫

的収入証明書③住民票謄本・担保、保証人は不要です。
ＪＲロ″

医歯科系ｌ，518，990円となっています。（京信学資ローン〉＼、

をご利用なさいませんか。≒

今春、中学、高校、大学に入学されるお子様の入学資金をご融資

いたします。

475

Ｉ
ト
調
査
を
実
施
。
百
五
十
六
名
（
7
8
％
）
の
方

か
ら
回
答
か
寄
せ
ら
れ
、
こ
の
ほ
ど
、
そ
の
結
果
が
ま
と

一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ま
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
調
査
結
果
か
ら
主
な
も
の
を

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

人
口
の
抑
制

こ
れ
は
、
人
口
増
加
の
放
置
の
結
果

お
こ
る
生
活
環
境
の
悪
化
や
、
財
政
需

要
の
増
大
な
ど
が
市
民
の
方
に
ま
だ
十

分
理
解
さ
れ
て
い
な
い
た
め
と
推
測
さ

れ
ま
す
。

総
合
計
画
で
、

る
と
、
昭
和
六
十
年
で
は
十
九
万
七
千

人
と
な
り
、
こ
の
時
点
で
も
小
・
中

学
校
は
現
在
の
ほ
ぽ
二
倍
の
四
十
校
、

保
育
所
は
あ
と
十
五
ヵ
所
が
そ
れ
ぞ
れ

必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
幼
稚
園

老
人
ホ
ー
ム
、
図
書
館
、
体
育
館
な
ど

の
施
設
や
、
公
園
、
下
水
道
な
ど
の
整

な
る
で
し
ょ
う
」
八
沫
一
べ
て
い
る
よ
う

に
、
人
口
を
ど
う
す
る
か
は
今
後
の
宇

ぞ
れ
互
選
。
十
一
日
か
ら
二
十
三
日

の
間
に
八
日
間
の
日
程
で
集
中
審
議

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
審
議
の
結
果

は
議
会
の
最
終
日
に
委
員
長
か
ら
報

告
さ
れ
ま
す
。
今
後
の
日
程
は
二
十

八
日
、
二
十
九
日
に
議
案
審
議
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

議
会
の
本
会
議
は
、
す
べ
て
公
開

さ
れ
て
お
り
、
傍
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
市
議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と

は
、
市
政
全
般
の
動
き
を
知
る
も
っ

と
も
よ
い
機
会
で
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

1
月
の

委
員
会
活
動

ま
ず
、
総
合
計
画
で
述
べ
て
い
る
「

昭
和
六
十
年
の
人
口
を
十
八
万
五
千
人

と
設
定
し
、
社
会
増
抑
止
の
施
策
を
行

う
」
こ
と
に
つ
い
て
で
す
が
、
「
き
ぴ

し
い
人
口
抑
制
策
」
を
望
ひ
方
が
3
9
％

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
「
ど
こ
に
住

ん
で
も
自
由
で
あ
る
と
憲
法
で
保
障
さ

れ
て
お
り
、
人
口
増
は
し
か
た
が
な
い

」
と
さ
れ
る
方
が
同
数
の
3
9
％
も
あ
り

こ
れ
に
「
抑
制
に
反
対
」
の
1
8
％
を
加

え
る
と
、
約
6
0
％
の
方
が
、
人
口
増
の

抑
制
策
に
否
定
的
な
考
え
方
を
も
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

3
月
定
例
会
か
ら

予
算
委
員
会
を
設
置

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
五
十
一
年
度
の
財
産
収

入
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
た
仮
称
木

幡
第
三
小
の
用
地
売
却
に
つ
い
て
、

幹
事
会
、
全
員
協
議
会
を
開
き
、
歳

入
欠
陥
を
防
い
で
財
政
運
営
を
よ
り

円
滑
な
も
の
に
す
る
た
め
熱
心
に
論

議
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
五
十
二
年
度
の
各
会
計
予

算
と
関
連
踊
案
を
番
議
す
る
予
算
持

別
委
員
会
に
は
十
八
人
の
委
員
が
選

出
さ
れ
、
委
員
長
に
竹
林
叫
時
議
員

副
委
員
長
に
高
原
孜
行
議
員
を
そ
れ

議
会
だ
よ
り
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■
軽
自
動
車
な
ど
の

廃
車
の
届
け
出
を

バ
イ
ク
や
劈
凪
策
の
処
分
を
さ

れ
た
方
は
、
届
け
出
を
済
ま
さ
れ
ま

し
た
か
。

原
付
自
転
軍
（
地
方
税
法
で
は
1
2
5

ａ
以
下
の
バ
イ
ク
）
や
軽
自
動
車
な

ど
（
小
型
特
殊
自
動
軍
お
よ
ぴ
ｍ

ａ
以
上
の
バ
イ
ク
を
含
む
）
を
ス
ク

ラ
プ
プ
に
し
た
り
、
他
人
に
譲
っ
た

り
し
た
場
合
、
廃
車
届
な
ど
の
届
け

出
が
な
け
れ
ば
、
毎
年
4
月
1
日
現

在
で
登
録
の
所
有
者
に
軽
自
動
車
税

が
か
か
り
ま
ｙ
。

廃
軍
や
譲
渡
さ
れ
た
方
は
、
原
付

自
転
車
（
Ｓ
5
Ｊ
ま
で
）
に
つ
い
て

は
市
役
所
市
民
税
課
へ
、
軽
自
動
軍

な
ど
（
ｍ
｀
以
上
の
バ
イ
ク
を
合

む
）
に
つ
い
て
は
京
都
陸
運
事
務
所

（
伏
見
区
竹
田
向
代
町
）
へ
、
そ
れ

ぞ
れ
3
月
末
ま
で
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
届
け
出
に
は
ナ
ン
バ
ー

・
プ
レ
ー
ト
と
印
か
ん
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

（
市
民
税
課
）

－

四

″

1

－

■

■

Ｉ

Ｉ

■

1

1

1

1

1■
市
営
住
宅
の

入
層
予
定
者
募
集

前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
市

営
住
宅
の
9
き
家
入
居
予
定
者
の
募

集
申
し
込
み
は
、
4
月
1
日
・
か
ら
7

日
ま
で
で
す
。

申
し
込
み
用
紙
は
、
3
月
2
5
日
か

ら
3
1
日
ま
で
の
間
に
、
市
役
所
建
築

課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

詳
し
く
は
建
築
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
建
築
課
）

■
公
民
館

サ
ー
ク
ル
活
勣
展

公
民
館
サ
ー
ク
ル
の
活
動
展
が
3

月
2
7
日
（
日
）
の
午
後
1
時
か
ら
6

時
ま
で
と
、
2
8
日
（
月
）
の
午
前
9

時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
の
両
日
、
市

民
会
館
で
開
か
れ
ま
す
。

参
加
サ
ー
ク
ル
は
、
源
氏
物
語
を

単
ぷ
会
・
俳
句
を
学
ぶ
会
・
は
ま
ち

ど
り
研
究
会
・
公
害
問
題
学
習
会
、

短
歌
・
文
学
・
絵
画
・
歴
史
・
手
芸

・
版
画
な
ど
の
各
サ
ー
ク
ル
で
す
。

▽
出
展
作
品
・
・
・
俳
句
・
短
歌
・
油
絵

共
同
版
画
・
各
種
手
芸
、
そ
の
ほ

か
調
査
・
研
究
資
料
な
ど
。’

（
公
民
館
）

■
育
成
学
級新

一
年
生
も
対
象

市
教
育
委
員
会
で
は
、
保
護
者
が

摂
関
不
在
に
な
る
な
ど
の
事
情
で
保

育
に
欠
け
る
児
章
を
対
≪
と
し
て
、

育
成
学
級
を
開
設
し
て
い
ま
す
が
、

4
月
1
日
か
ら
6
日
ま
で
は
、
新
一

年
生
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

育
成
学
級
に
入
級
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
入
学
す
る
小
学
校
の
育
成
学

級
指
導
員
へ
3
月
2
8
日
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

仏
徳
山
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
中
継
所

明
星
町
な
ど
で
Ｕ
Ｈ
Ｆ
み
ら
れ
ま
す

宇
冶
川
東
に
あ
る
仏
徳
山
（
通
称

大
吉
山
）
の
頂
上
に
、
写
真
の
よ
う

な
鉄
塔
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
の

を
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
。
’

こ
れ
は
、
さ
る
三
月
三
日
に
開
局
な
ど
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局
の
ｕ

し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
宇
治
明
星
テ
レ
ビ
Ｈ
Ｆ
電
ａ
が
送
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
継
放
送
所
」
で
、
こ
こ
か
ら
五
ケ
こ
れ
で
、
こ
れ
ま
で
電
波
が
届
か

庄
・
菟
逍
・
宇
治
の
一
部
や
明
星
町
な
か
っ
た
り
、
鮮
明
な
画
像
が
得
ら

詳
し
い
こ
と
は
、
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
育
成
指
導
室
か
各
小
学
校

の
指
導
員
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

（
社
会
教
育
課
）

－
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ぱ

▽
卓
球
・
・
・
3
月
2
4
日
（
木
）
午
後
7

時
半
か
ら
9
時
半
ま
で
、

宇
治
小
学
校
で
。

○
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
運
動

の
で
き
る
服
装
で
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

（
社
会
教
育
課
）

■
宇
治
警
察
署
の

電
話
番
号
が
変
更

宇
治
警
察
署
の
電
話
番
号
は
、
3

月
2
5
日
か
ら
＠
1
1
1
1
番
に
変
わ

り
ま
す
。

警
察
に
通
常
業
務
の
ご
用
が
あ
る

方
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
緊
急
時

た
ば
こ
を
買
う
な
ら

宇
治
市
内
で

た
ぱ
こ
を
宇
治
市
内
で
買
え
ば
、

そ
の
本
数
に
応
じ
て
、
日
本
専
売
公

社
か
ら
宇
治
市
へ
「
た
ば
こ
消
賢
税

」
が
納
付
さ
れ
ま
す
。

日
ご
ろ
な
に
げ
な
く
吸
っ
て
い
る

た
ぱ
こ
が
、
学
校
や
保
育
所
の
建
設

道
路
の
整
備
、
福
祉
事
業
な
ど
市
民

生
活
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
役
立
ち

れ
な
か
っ
た
こ
れ
ら
の
地
域
の
み
な

さ
ん
も
、
地
元
の
Ｉ
ｌ
ｉ
－
Ｋ
ｐ
．
地
域

と
か
か
わ
り
の
屎
い
ロ
ー
カ
ル
番
組

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

な
お
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

総
合
が
Ｕ
Ｈ
Ｆ
4
3
酋
．
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育

が
4
5
咄
で
、
ア
ン
テ
ナ
も
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
か
ら
仏
徳
山
の
方
向
に
向
け

て
い
た
だ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
送
信
塔
か
ら
の
電
波

の
振
動
が
垂
直
で
あ
る
た
め
、
ア
ン

テ
ナ
も
こ
れ
ま
で
の
丞
半
か
ら
、
地

面
と
直
角
に
な
る
乖
直
に
ま
わ
し
て

く
だ
さ
い
。

近
ご
ろ
、
訪
問
販
売
や
通
信
販
売

に
つ
い
て
の
ト
ラ
ブ
ル
が
統
出
し
て

い
ま
す
。
巧
み
な
こ
と
ぱ
に
つ
ら
れ

て
思
わ
ぬ
商
品
を
買
わ
さ
れ
た
り
、

雑
誌
広
告
を
み
て
申
し
込
ん
だ
ら
粗

羅
品
を
つ
か
ま
さ
れ
た
な
ど
消
費
者

側
の
被
害
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
十
二
月
、
消
費
者
意
ｉ
す

る
た
め
に
「
訪
問
販
売
等
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
私

た
ち
自
身
も
だ
ま
さ
れ
な
い
賢
い
消

費
者
と
な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

こ
で
、
日
ご
ろ
注
意
し
て
お
き
た
い

こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

Ａ
訪
問
販
売
の
場
合
▽

調
査
な
ど
か
裴
っ
た
り
、
公
的
な

は
局
番
な
し
の
１
１
０
番
で
す
。

（
宇
治
警
察
暑
）

う
な
ら

心
市
内
で

ま
す
。

宇
治
市
外
に
お
勤
め
の
人
も
、
た

ば
こ
は
ぜ
ひ
宇
治
市
内
で
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い
。

各種の国民年金

Ｉ
４く

機
関
を
か
た
っ
て
訪
問
す
る
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
と
き
は
、

ま
ず
身
分
証
明
書
の
握
ボ
を
求
め
、

Ｏ
販
売
員
は
氏
名
・
商
品
の
種
類
な

ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

○
書
面
の
交
付

売
買
の
申
し
込
み
や
契
約
を
結
ぶ

時
に
は
、
価
格
・
業
者
の
氏
名
住

所
・
ク
ー
ジ
ン
グ
ォ
フ
（
無
条
件

解
約
）
制
度
な
ど
を
書
い
た
書
面

を
消
費
者
に
交
付
す
る
こ
と

「
訪
問
販
売
等
に
関
す
る
法
律
」

訪
問
販
売
に
注
意

売
り
込
み
商
品
を
必
嬰
と
し
な
け
れ

ば
早
い
目
に
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し

ょ
う
。
購
入
す
る
場
合
で
も
、
す
ぐ

そ
の
場
で
契
約
な
ど
せ
ず
、
支
払
い

も
後
日
に
す
る
な
ど
商
品
を
確
か
め

る
余
裕
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

「
訪
販
法
」
で
は
次
の
よ
う
に
き

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
納
税
も
自
動
払
い
で

「
日
ご
ろ
忙
し
く
て
税
金
を
納
め

に
行
け
な
い
」
「
つ
い
つ
い
納
め
に

行
ぐ
の
を
忘
れ
て
し
ま
う
」
と
い
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
よ
う
に
税
金
を
納
め
る
の
に

不
便
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
に
は
、

預
金
か
ら
自
動
的
に
支
払
わ
れ
る
「

税
金
の
自
動
払
い
制
度
」
を
お
勧
め

し
ま
す
。

竺
墜
し
二
竺
こ

作
一
盤
お
聖
訂
な
⊇

う
金
6
5
一
状
一
死
』
る
支
・
た
一
受
死

‰

゜
サ
言
言
鎬
ビ
竺
穴

令
給
公
た
一
廃
障
一
中
い
と
年
一
″
け

脳
な
磐
四
竺
こ

五

二

言

鄙
言
言
百
賢
詰
爾

年
た
一
金
最
］
た
・
ｉ
・
た
て
た
の
Ｉ
た
一
資
７
納
一

品
仇
芒
心
胆
感
荷
‰
皿
討

限

ご
‰
該
雲
訳
詩

鵬
詰
旨
ば
特
鸚
誰
誰
匠

皿

に
高
間
支
険
時
肺
険
満
険
死
一
険
な
令
し
一
険
族

－

臨
畷
濃
海
漂
順
治
湾
階

こ
寸
竺
な
亘
慧

゛
洗
令
尹
こ
旧
盲
婦
ご

ｉ
老
一
通
老
一
障
一
母
一
準
一
遺
寡
死

○
申
し
込
み
や
契
約
の
撤
回

申
し
込
み
の
撤
回
や
契
約
の
解
除

は
、
業
者
か
ら
そ
れ
が
で
き
る
旨

を
告
げ
ら
れ
た
日
か
ら
四
日
以
内

で
あ
れ
ば
無
条
件
に
で
き
ま
す
。

解
約
通
知
は
書
面
で
り
っ
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
内
容
証
明

郵
便
で
琲
付
す
れ
ば
後
日
の
ト
ラ

税
金
の
自
動
払
い
は
、
銀
行
や
相

互
銀
行
、
信
用
金
庫
、
農
協
な
ど
の

金
融
機
関
に
口
座
が
あ
れ
ば
、
簡
単

な
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で

利
用
で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
納
税
課
、
ま
た
は
最

寄
り
の
金
融
機
関
の
窓
ロ
で
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

（
納
税
課
）

Ｉ
Ｉ
！
1
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1
－
－
－
－
Ｉ
－
－
－
Ｉ
－
－
－
ｒ
ｌ
ｌ
－
―
－

■
ふ
え
る
飲
酒
運
転

今
年
に
入
っ
て
、
特
に
飲
酒
に
よ

プ
＜
＜
ｍ
け
ら
れ
安
心
で
す
。

た
だ
し
、
契
約
時
に
代
金
を
現

金
で
全
額
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
、
お
よ
ぴ
商
品
に
よ
っ
て
は
一

部
使
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、

こ
の
条
項
は
適
用
さ
れ
な
い
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
の
法
律
で
指
定
さ
れ
て
い
る
商

品
は
消
火
器
類
や
化
粧
品
類
、
ガ
ス

も
れ
警
報
器
、
生
理
衛
生
用
品
な
ど

四
十
三
種
類
で
す
。

ま
た
、
御
用
聞
き
、
前
年
二
回
以

上
訪
問
の
業
者
、
会
社
な
ど
で
許
可

を
得
て
社
員
に
販
売
す
る
ケ
ー
ス
は

こ
の
法
律
の
適
用
管
つ
け
ま
せ
ん
。

◇

次
回
は
、
通
信
販
売
な
ど
に
つ
い

て
脱
明
い
た
し
ま
す
。

（
交
通
労
政
課
）

る
交
通
事
故
が
い
ち
じ
る
し
く
目
立

っ
て
い
ま
す
。

昨
年
同
期
と
比
べ
て
み
ま
す
と
、

全
事
故
中
に
占
め
る
飲
酒
に
よ
る
事

故
は
、
四
・
五
％
か
ら
十
六
・
七
％

に
も
は
ね
上
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
故
の
内
訳
で
は
、
軍
両

同
士
の
衝
突
事
故
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

車
を
運
転
す
る
人
に
は
酒
を
す
す

め
た
り
し
な
い
よ
う
に
周
囲
の
心
づ

か
い
が
、
地
域
か
ら
交
通
事
故
を
な

く
す
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
す
。

Ｉ

・

Ｉ

！

ｌ

ｆ

国民年金

こ
ん
な
と
き
に

こ
ん
な
年
金
が

納
付
し
て
い
れ
ば
そ
の
時
ど
き
に
応

じ
て
表
の
よ
う
な
各
種
の
年
金
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
い
ろ
い
ろ

な
年
金
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ

た
り
、
請
求
せ
ず
に
放
っ
て
お
い
た

た
め
に
年
命
一
を
受
け
て
い
な
い
方
も

お
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
年
令
一
定
詩
る
資

格
が
あ
っ
て
も
請
求
し
な
け
れ
ば
、

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
を
お
知
り
に
な
り

た
い
と
き
は
、
保
険
年
金
課
国
民
年

金
係
ま
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

３
月
末
ま
で
に

も
う
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

ら
れ
ま
し
た
か
。

４
期
分
の
納
期
限
は
３
月
末
日
で

す
。
今
月
は
年
度
末
で
も
あ
り
、
未

納
分
が
あ
れ
ば
合
わ
せ
て
納
め
て
く

だ
さ
い
。

保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
て

い
な
け
れ
ば
、
障
害
年
金
や
母
ぶ

金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

今
一
度
、
納
め
忘
れ
が
な
い
か
確

め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
保
険
年
金
課
）

消
費
者
コ
ー
ナ
ー
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●●大特価セ．・－ル実施中
●用途に応じて選べる1．3ｍ’（0．4坪から）

6．6ｍ”（2坪）までの豊富な10機種

・素材はさびを知らない特殊カラー鋼板

●色はクリームとローズのツートンカラー

・お求めやすい手頃なお値段
■総合金物商■

建築金物，機械工具，日曜大工道具．水道・ガス配管材料
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